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＜連絡事項＞
特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・飯岡　未来様～食事の摂取ができていないため、ラクテック注500ml1本、YDソリタT1輸液1本＋ダイビタミックス注2ml1Aが1日分処方となり点滴実施の指示となっている。
・沼山　真紀子様、宮古みゆき様～本日夕食からレストレントで食事となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。特定男性患者様とは一定の距離保たれており、トラブル
はない。スタッフ対面時も穏やか。話し掛けも過度となる事はない。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。
奇声や顔叩き行為はなく、自室で穏やかに過ごしている。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・袴田 将志様～終日隔離中。断続的に自室で会話調の独語あり、内容はまとまりが
ない。ドア蹴り等なく対面時も穏やかだが、話す内容も同様に
まとまりなし。眼光の鋭さはない。引き続き早期の処遇改善を
目指し、看護介入・観察行っていく。
・宮古　みゆき様～11：45時間隔離解除。不穏さや表情の硬さなく対面時穏やか。
＜要注目患者様情報＞
・高栁　和子様～朝食不食。内服は拒否なくスムーズ。独語や放歌はないが、幻聴の
訴え聞かれている。自傷行為や不穏さはなく穏やか。
・藤井　崇史様～複数の患者様名をあげ「人を苛々させるんです」と被害的な訴えあり。
　　　　　　　　距離は保てておりトラブルはないが、眼光の鋭さは持続している。
　　　　　　　　スタッフ対応は穏やか。
・木村　格治様～各食全量摂取。内服拒否ないが、処方内容を変えろと要求聞かれて
いる。余暇時は臥床して過ごし、腹部症状の訴えはない。
・田中　トシヱ様～各食全量摂取。帰宅要求あるが過度となる事はない。対面時穏やか。
・木村　茂様～食事の拒否が続いているため、脱水予防として点滴ビーフリード500ml

1本、ラクテック注500ml1本＋ダイビタミックス1A＋アスコルビン酸1A
処方となり点滴施行、自己抜去のリスクが高いためミトン着用可能の指示
となる。

・飯岡　裕子様～8：00オキシコドン2cap内服。バイタルサインの異常なし。
フェイススケール③。血尿、顔色不良持続。
・吉田　レイ子様～食事は全量摂取。自室にて過ごしている。話掛けに対し笑顔見られ穏やか。
＜田名部Dr.診察情報＞
・小向　静江様～臨時薬同内容にて7日分処方、鼻腔栄養カテーテル交換の指示、鼻腔栄養と吸引の指示継続となる。
・工藤　みず紀様～臨時薬同内容にて7日分処方、ハロマンス注50mg1ml1A処方となり左肩に筋注、作業療法開始の指示となっている。
・藤井　孝蔵様～エンシュアH７日分処方、バンコマイシン塩酸塩点滴静注用0.5g2V＋生
理食塩水100ml1本処方、点滴実施の指示となっている。
・高橋　登様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・鹿島　亀男様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方となる。
・袴田　将志様～臨時薬内容一部変更にて7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・久保　興介様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・立花　圭様～定期薬内容一部変更にて7日分処方となる。
＜皮膚科診察＞
・藤井　孝蔵様～特変なし、同前処置。
・馬渡　満芳様～特変なし、同前処置。
・杉澤　恵子様～特変なし、同前処置。
・水梨　孝純様～特変なし、同前処置。
＜新入院患者＞
日時：R2.6.4　12：32

　　氏名：佐々木　忠明（ささき　ただあき）様

生年月日：昭和21年11月5日（73）

　　病名：混合型認知症

　　性別：男性

　診察医：深澤Dr.

　主治医：馬渡Dr.

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　八戸赤十字病院精神科にて数年間にわたりうつ病の治療歴あり。薬剤調整するも、薬が合わないと感じ同科へ不信感を抱きR1年4月以降は通院中断。R1年8月頃より、物忘れの症状が認められ、情動面も変動があり認知症を疑った妻が包括支援センターへ相談。当院

紹介となり、R1.12.20認知症の鑑別診断、症状改善目的にて初診。

 初診時は薬物療法に対して本人の拒否があったが、その後は拒否なく薬物療法継続し、介護保険の申請勧めていた。本日、南部町健康福祉課職員より連絡あり。6/2介護保険新規申請の為、認定調査に訪問した際、支離滅裂な言動、急にお経を唱える、感情失禁し泣き出す等の言動あり、希死念慮も聞かれていた。また、今朝開庁後に妻が訪れ、自殺企図があったと情報提供がある当院から妻へ連絡し確認。5月頃よりナイフを持ち出し「死ぬだけ」といった言動が数回あったが、すぐに妻が取り上げることで大事に至らず。今朝4時に起床後ナイフを持ち出した為妻が取り上げようとするが、なかなか離さず感情を抑えきれない様子であった。朝食中、食事も喉を通らず、突然怒りだし外に出ていく行為あり、妻が車で追いかけると踏切前で立っており、ようやく車へ連れ戻し、そのまま役場へ相談に行き、自宅での対応困難である為、入院治療希望あり、R2.6.4当院診察し精査及び加療目的

にて12：32東病棟Aユニット15号室に医療保護入院となる。
・CSセットBプラン
・義歯なし
・持参薬は中止
・おやつは食べる習慣はない、必要時は連絡をし、差し入れをしてもらう。
